
自
分
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行
動
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し
い
祈
り
と
な
る
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う
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日
々
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力
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。
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汝らの頭を信頼と忠実の栄冠で飾り、心を神の畏れと

いう装いで飾り、舌をまったくの真実さで飾り、身体を

礼儀正しさの衣服で飾れ。まことに、これこそが人間の

身体にふさわしい飾りである。

バハオラ



礼
儀
正
し
さ
の
光
に
よ
っ
て

明
る
く
さ
れ
、正
直
の
衣
を

着
せ
ら
れ
た
者
は
幸
い
で
あ
る
。

バ
ハ
オ
ラ



言葉だけで友情を示すことに満足してはなりません。あなたの道において

出会うすべての人に対してあなたの心を愛情あふれる優しさで燃え立た

せなさい。この世の悪が存在し続けるのは、人々がただ自分たちの理想を

語るだけで、それを実行に移すよう努力しないからです。もし行動が言葉

にとって代るなら、世の中の苦難はまたたくまに楽しみに変えられるでしょ

う。大きな善を行い、それを口にしない人こそ完成の途上にある人です。

アブドル・バハ



祝福された美はよくこう言われた。

「人々に現れている特質のうち、我が好ましく思うものが四つある。

まず第一に熱意と勇気、二番目はほほえみで飾られた顔と輝か

しい表情、第三は他人の目ではなく自らの目ですべてを見ること、

第四は一旦やり始めた仕事を最後までやり通す能力である。」

『バハオラの物語』より



互いに寛容であれ。

互いに善意と愛を示せ。仲間のひとりが

ある真理を把握できないでいるとき、または

ある真理を理解しようと努力しているとき、

大いなる親切と好意の精神をもって対話せよ。

その仲間より自分の方が優れているとか、

才能に恵まれているなどと少しも考えることなく、

彼が真理を発見し、認めることができるよう援助せよ。

バハオラ



個々人の幸せ、偉大さ、等級や

地位、喜びと平安は決して人の

個人的な富によるのではなく、

人の優れた人格や、高い志や

学識の広さ、困難な問題を解決

する能力にある。

アブドル・バハ



世界の業務は支障をきたし、活力は損なわれ、

進歩は妨げられるであろう。

しかし、われわれが何を求めるにせよ、

神の英知にかなっているものは全て、

神がかなえて下さるであろう。

アブドル・バハ



人間はあきらめずに努力を続けるべきです。

その努力が一度正しい方向に向けられたら、

仮に今日成功しなくても、きっと明日には

成功を収めるでしょう。努力すること自体は

人格の最も気高い特性の一つです。

仕事に対する献身的な姿勢と、仕事を素早く遂行する努力、

うまくいくときもいかないときも、常に清い、不屈な精神を

持ち続けることこそは成功の秘訣です。

アブドル・バハ



今のみを見ないように。やがてやってくる未来にあなた

の目を据えなさい。種は、最初は何と小さいことでしょう。

しかし最後にはそれは大きな威力ある樹木となります。

種のみを見ることのないように。樹木を見なさい。その花、

その葉、その果実を見なさい。

アブドル・バハ



人
間
は
苦
難
を
と
お
し
て

永
遠
の
幸
福
に
達
し
ま
す
。

そ
し
て
、永
遠
の
幸
福
は

人
間
か
ら
何
も
の
も

奪
い
取
る
こ
と
が
な
い
の
で
す
。
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忍耐は、我々の生命を神の御手の内に置き、総ての事態を

平静と信頼を持って受け入れる能力である。それには苦痛や

失望に耐え忍ぶこと、他人の欠点に対して愛情のこもった寛

容さ、困難な仕事における忍耐、目的を達成するのに必要な

時間中の平静さを含んでいる。

バハオラ



一滴の水が大洋からの助けを求める時、それは大洋そのものと

なります。降り注ぐ雨の試練を通った小さな種は太陽の恩恵、魂

を再生させるそよ風をうけて、この上なく新鮮な葉が青々と茂り、

花開き、甘い果実をつけた木となることでしょう。だから、あなたの

能力や価値を考えず、全能の神に全幅の信頼を置き、その無限

の恩恵に頼りなさい。

『燎原の火 日本』より



穏
や
か
で
あ
れ
。強
く
あ
れ
。感
謝
せ
よ
。

光
に
満
ち
た
ラ
ン
プ
と
な
れ
。

悲
し
み
の
闇
が
消
え
る
よ
う
に
。

永
続
す
る
喜
び
の
太
陽
が
、心
と
魂
を

あ
か
る
く
て
ら
す
よ
う
に…

。
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